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一 廣島県安佐郡金明鉱山付近の地質及び鉱床（予報）’＋　t

添 田 晶

　　　　　　　　　　　　　　　　1　前　　　書　　　　　t

　金明鉱山は，広島市の北方約20km，芸備線下深川駅の北方500mに位置し，三郡変成帯1と

領家変成帯の中間不変成帯古生層中に犀胎する茸銅鉱及び磁硫鉄鉱を主とする交代性鉱脈
　　ド　　　　　　　　　　　　　ジも　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　　ぽ　　　し　　　　　ほ
鎌であり・舞主とし禰を目的とじて期されている・説域の地質に関すそ報甜・

僅かに中村新大郎氏による縮尺20万分の1地質図広島図臨及び鈴木敏氏にc￥る浜甲図幅が

あるのみで，その他には著しいものがない。筆者は昭和27年9月より木野崎教授指導のも

とに〃中国地方火成活動と鉱床〃の研究の一端として同鉱山周辺の地質及び鉱床についτ

調査研究中である。研究は現在も続行中であるが，ここに現在までの成県の概要を報告し

諸氏の御教示を仰ぐ次第である。本論文を草するに当り，野外及び室内作業で絡始懇切な

御指導を賜わつた木野崎教授，有益な御批剣を賜わつた梅垣教授・秀講師・吉田博直氏並

びに種々の御助言をくだされた教室の各位に深謝する。叉現地調査に際して種々御便宜と

御好意を賜わつた金明鉱業所長桜井一郎・田熊重信両氏に厚く謝意を表しナこし㌔

爾昭和28年度の広島県下の地下資源調査の際，同年2月地質調査所小松・上野・土井各技

官，禾野崎教授及び筆者等により本地域が共同調査された。本論文はその資料に負う所が

大なることをここに付記する。　　　　　　　　　　　　　　　　　r　　・’

　　　　　　　　　　　　　　1［地　質　概　要
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）
　本地域の古生層は，岩相上山口県玖珂郡（暑徳線以北）に広く分布している玖珂層群（粘

板岩，縞状珪暑を主として，これに砂署，石灰岩をレンズ状に挾在する）に類似している

小島丈児教授は，山口県玖珂郡地域に於て，南の領家帯と北の三郡変成帯の間め中間の地

域に対し，地質構造上中間不攣成帯（intermediate’non　metamorphic　zone）・と命名し
　　　　　（5）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　’▼・

ている。当金明鉱床の胚胎する地域は，玖珂郡の〃中間不変成帯〃の延長方向に位置する

ものと考える。この地帯の岩石は縞状チヤートと粘板岩（砂質～泥質）を主として，これ

に砂岩，石灰岩・をレンズ状に挾在する。白璽紀末黒雲母花嵩岩による弱熱変成作用をこう

むつている。古生層に貫入関係にある砦石としては、石英斑岩・粉岩などの孚深成岩と中

国地方大底盤を形成している白璽紀末黒雲母花崩岩がある。石英斑岩は本地域中央部に広

く分布する岩体（白木山貫入砦体と仮称す〉とほぼ北ユ0～20度西，北ユ0～20度束及び東西

系の小岩脈とよりなる。

　白木山貫入砦体は略北40度東にのびた不規則な形体を示し古生層と不規則な貫入接調を
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しめし・俄岩により貫入され・部分的に熱獄作用をこ愛つ1いる・郷には熱変成

をうけているのとう妙でいないのとがあり．，その貫入期に、2時期が考えられる。・　　；t・

　珊暑は岩脹をなし，古生層及び花嵩岩を貫いでいるぴ走向は石英斑砦脈と同方向のもの

が多い。古生層を貫く岩脈は熱変成作用をうけている。

　黒雲母花嵩砦は古生層，一部の石英斑岩及び一部の粉岩に熱変成作用をあたえている。

声蠣とは木の琴山付近にやいては約3°卿傾斜で軸燗根の谷1二勉τ1婦角
度で接鰻しているよ’う’である。

　〈　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　c：

　金明鉢山の鉱床は断裂粘板岩中に胚胎し・黒雲母花嵩岩より導かれたガス状乃至熱フk溶

液により形成された交代性鉱脈である。　　　　　　　　　　　　　　　、．

　　　　　　　　　　　　　　　皿　地、一質　各　論．

A）・堆積岩
　本地域の古生層は岩相上古生層と推定されたもめであつてジ層序学的基礎に基いてき．め

られたものではない。古生層は粘板岩，縞状珪岩を主として砂岩・石灰岩をレンズ状に挾

在する。粘板砦の一部は泥質岩をマトリツクスとして砂岩・珪岩等の碧石の色々な大きさ

（4cm～Otscm）にちぎれたものをその中にもみこんでいる。もみこまれている砦石の

形はレンズ状を呈し，その延長方向は泥質部に見られる流理状の面に一致している。．この

タうな砦石（断裂粘板岩と称す），は・白木山貫入岩体の南倶りにおいては・芸備線以北・巾

約800m，以南では巾約ユ00mにわたり形成され，分布の走向はほぽ北60度西である。白木

山貫入砦体の北側においては認められない。この断裂粘板砦の形成は，’ 原碧め堆積に引続

いでおこつたものであつて，変形運動と署層堆積の間に大きな時代的ひちきがあつたとは

考えられないo　　　　　　　　　　　，　　　　．　　　　　　　　　　　＿

　1）粘板岩
、枯板岩は本地域の古生層の大孚を．レめ砂質粘板砦及び泥質粘板砦よりなる。一般に色は

黒褐色で質堅硬である。全域にわたり低度の熱変成隼用をこうむり，黒雲母熱変成砦とな

つているo　．

25珪　　岩

．珪砦は木の宗山周辺において最もよく露出し，そこには厚さ約100mの厚層が見ちれる。

岩寮は1献珪岩で泥質部ほぼ゜・2cm纈部ほぼ2cmの聡よb’　tsる・ときには蹴の認めL＿

にくい塊状珪砦もある。又泥質部が珪質部中に不規則にしみとんだものも見られる。色は

白色で質は堅硬，亀裂にとみ，鏡下におもに比較的等粒の細粒石英結晶よりなり，小量の

黒雲母・絹雲母の小結晶が観察される0

　3）砂　　岩　　1
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’紗器はレンズ状（厚さ1～7m）をなして粘板中に挾在する。砦質は黒禍色乃至灰褐色

，を呈レ中粒tw細陀で緻密，’堅硬であり，鏡下では，稜角にどむ石英・斜長石？柘榴石・・線

簾石’黒雲母・絹雲母及び粘出様物質の集合体よりなる6’∫　・　L　f－－t”：1・

酒）一、石次岩t，♂　　．　　　　’　　一一±’　’一・t・’・　　＿一”h

　石灰岩に本地域においては，極めてその発達が少く，僅に小松原南東に一枚のレシズどし

て存在するにすぎない・’ そこでは石灰岩中に接燭鉱宋を形成し，銅∫’‘鉛∫亜鉛の鉱石を産

し・それは最近まで稼行されていたが，現在休業中である（可部鉱山）6石灰砦は結晶質

であり・一部はスカルン化していて，透輝石e’柘榴石・石英の集合体よ’りなお6’

B火成岩類　゜　　　　　　　　　　　　　　　；‘∴泌’

　1）白木山貫入岩体

　白木山貫入岩体は，本地域の中央部において鬼ケ城1」・別当山・白木山・押手山・を分喬

の中央にし諌測は海抜300m醐りは海抜200～250m以高の地に・Aヒ40錬の方向艇び

で広く分布している石英斑岩貫入砦体であるb’ 　　・　　　　　’　　　°　・・　∴

　南部及び大林付檜劃，柳河においては古生層を貫き，桐原付近においては花嵩碧により貫

入接鰻されている。本岩と古生層との接濁の形については，本砦が傾斜角60度をもつて古生

層上に横たわる部分が南部の一ヵ所で観察さSL7：が．本岩の縁辺部の分布と地形から推察

すると，分布の縁辺部に於ては傾斜角約30度で古生層上に横たわると思われる。花嵩砦と

の直接接燭部は露出不良のため観察されなかつた。流理状構造は殆んど認められぬ6岩相

上変化にとみ，石英，長石の斑晶にも大小さまざまあつて，大きいものはその径1℃mにも‘

達するが，斑晶の小さい場含には殆ざ石基の大きさに近くなり斑状不明となるものもある。

一
般に古生磨との接濁部1こおいては細粒であるほかは岩相の変化には何ら規則性がない。

押手山東部においては緑簾石の集含体（径2cm×1cm）がよく観察される。．砦石の色に

は黒茶より薄青色まで種々ある。鏡下では斑晶鉱物としては・石英・斜長石・白雲母（小量

）・黒雲母（小量）・角閃石（小量）が観察きれる。石英には融蝕されたもの，埆ばつたもめ

及び石基の一部が舌状に入り込んでいるのが見られナこ。斜長石の成分は灰曹長石乃至ぽ中

性曹長石である。タ欄ほごAn分にとんだ累帯構造を呈するものがある。正長石は比較的少

く石英と，文象鰐造を示す部分が観裏される。正長石は一部絹雲母の小り1ん片古交代され

ている。黒雲母は常に磁鉄鉱様の鉱物を俘いγ勢開の曲るものが多い。一部緑泥石に変質

している。白雲母は自形を呈し少い。石基は石英σ斜長石・正長石・黒雲母・白雲母より

なうホルンフエルス組織が認あられる。他に小量の線簾石を俘う。隷簾石は柱状の小結晶

をなして散点し，二部は細脹をなしている。この岩体ぽ，全体にわたり著しく熱フk変質伶

用をこうむりほぼ一様に絹雲母化作用・線泥石化作用・炭酸化作用を受けている。：㌧
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　2）小貫入岩体　’v；・　t　　．．，’こ　　　　　二’　㌧一’s　・

　　a）石英斑岩脈

　岩脈は巾5～15mで走向は北10～20度西，北10～20度東叉は東西である。白木山貫入岩

体は古生層との接鰻部付近においては，岩脈状をなして古生層を貫く場合が多い6古生層

を貫く岩賑の多くはホルンフエルス化を受けている。この岩脈はその岩質が白木山貫入岩

体を構成するものと類似しそれと同源のものと思われる。又花嵩岩を貫く岩脈が木の宗・

大林地区において観察された。この岩脈及び古生層中の岩脈（ρ少数のものはホルンフエル

ス化を受けていない。このことから岩脈には少くとも二つの貫入時期が考えられる。

　　b）角閃石珊岩脈

　角閃石珍岩は，岩脈状をなして，古生層又は花嵩岩に貫入している。一般に走向は南

北翠東蘇のもので曝～1°m位のも，°p，が多い・古蝉を貫く糊は葬餐しく・亦ル

ンフ 干ル5！4レ・縮瞭負塵は黙色を示し・鏡下には斑晶とし備長石（成争販

曹長石～中性長石）・角閃石・黒雲母よりなり，石基は斜長石・石英傷黒雲母よりなる。大

林村根の谷においては花嵩岩を貫く岩脈が観察されたが，碧石は含輝石角閃石紛岩で斑晶

は輝石・黒雲母・角開石，石基嫉碍長石及び間をうめた石英よりなる。炭酸塩化作用・緑

泥石化作用を受けている。

3）黒雲母花炭岩

　本地域南部及び西北部に広く分布する花嵩岩は，白璽紀末に貫入したと考えられてし，る

中国大底盤の一一：部をなすものと呂わ起る。この花嵩署は・後述のごとく・金明鉱山の銅鉱床

と成因的に密接な関係があり，その運鉱岩と考えられる。古生層とは木の宗山周辺におい

ては20～30度の緩傾？4で接し・大林封根の谷付近においては急角曳で接燭しているようで

ある。

　黒雲母花崩岩は周囲の古生暦・、白木山貫入岩体及び一部の岩脈に熱変成作用を與えて

駐る。岩石は中粒～粗孕で部分的に孚花嵩岩質・享晶花嵩岩質・斑状花嵩岩質であるが・

概して均質である。木の宗山周辺においては，．古生層との接濁部付近において牟花嵩岩質

である。構成鉱物は石英・正長石・黒雲母・微斜長石，副成分鉱物はジルコン・燐灰石・

褐簾石゜磁鉄鉱より成る。

　　　　　　　　　　　　　　　IV　地　質構　造

本地域の古生層妹全域にわたり白垂紀末黒雲母花嵩岩による熱変成作用と・古生層堆積後

間もなく引続い丁おこつた変形運動をこうむり・層理に乏しく・小翠曲にとむ。．しかしチ

ヤートを追跡した結果によれば総体的には北60～70度西の走向で北に40～60度傾斜した単

斜構造をなすものと思われる。断層は東西系と南北系とあるが，いすれも小断層で大構造
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を支配することはない。本地域に見られる断裂粘板岩は・山口県玖珂郡のク中間不変成帯

〃に見られる断裂粘板碧と同時期・岡一成因によつて形成されたもので秘潮かと考える。

’ 小島丈児教擬は，山口県玖珂郡の〃中間不変成帯〃中の断裂粘板岩は，三郡変成帯が，三
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑤
郡変成作用の末期に・玖珂層群に衝上したときに形成されたのではないか．と述べているげ

　　　、’1引伸肥．e、・ヱ．鉱＿．床，。．　　、　つ，・．．’　i，　…

　当地域内に数箇の鉱宋が散在するが，これを西から列挙すると可部鉱床・善徳寺谷鉱床・

紅柄谷鉱床・金明鉱床。大倉谷鉱床である。これちの鉱床は石灰暑中に胚胎する可部鉱

床以外はいすれも断裂粘板岩中に胚胎している。これらの鉱宋は，いすれもほぼ同時期に

同一成因によつて胚胎されたものと考えられる。しかし金明鉱床以外は，現在休業中であ

るので，以下金明鉱床について述べる◎

　金明鉱床は白璽紀末貫入の黒雲母花嵩岩よりのガス状乃至は高温性熱フk溶液により，新

繍謹朧諜臓鑑鍵蔑綴纒叢警聯る゜”ll　’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．
　1）鉱床付近の地質及び鉱床の形態

　金明鉱宋を中心とする周辺の地質は付剛1に示される様に砂質乃至泥質粘板岩を主とU

珪岩・砂岩をレンズ状に挾在する。これらの碧石は走向ほぼ西北西～東南東∫又は東北東～

西南西の石英斑暑脹及び珊岩脈により貫入されている。鉱脹は露頭部においては7脈あり

走向北70～80度西又は北7◎度東で北に4◎～6◎度傾斜した2系列に暴する。現在まで稼行し？ご

ものは，中4脈で甫より金枝脈，第一脈・第二脈。第三脈と呼ばれる◎金枝脈は主として

磁硫鉄鉱・硫砒鉄鉱よりなり，第三脈は最近着手されたのみで，主どして黄銅鉱・労鉛鉱

よりなも脈市約2◎～3◎cmである。主として稼行されているものは第二蕨及第一阪で，

これらはそれぞれ略新期石英斑岩脈の上下爾盤に沿つて粘板暑中に胚胎し，50ん60度傾斜

した小鉢脈の連鎖状の連続体よりなる。連鎖状をなす各鉱脈は傾蒋方向に沿うては長く（1

4～21m）走向方vaには比較的短い（5～18切厚さ0．2～0．9mの扁直状鉱脹である6・∫砿脹

中には往々歎して帥7m延長加糸勺5°m燵する離髄なすものもあるカ‘（ホ暢

体）樋膏富鉱体においては，黒雲母及び柘榴石の形成された母岩を中石として，鉱阪と申

石が縞状に排列するものが常である。各鉱脹は上下爾盤に分岐脹を俘い，2翻2脹に蓋

いては，潅向にユ8mも続く黄銅鉱及び小量の硫砒鉄鉱を俘う優勢な分岐脈も見られる。鉱

脹は斑岩贋に略挙行な断層にまり多少転偉し，吏にこの断層ば各坑道において明に観察さ

れる如く南北～北40度東の断層により切断され，鉱脹ば更にずれている’（Fig。1）o’
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　2）母岩の変質

　鉱宋の母岩は主として粘板岩であり，鉱脈に直接した部分は，上下爾盤とも柘榴石にとむ

岩石を形成し，鏡下には柘榴石・絹雲母・及び黒雲母より変質した緑泥石が顕蓄に認めら

れ・柘榴石は，黒雲母に包まれて産し，割れ目にとみ，割れ目は緑泥石により充填されて

いる。又黒雲母は多色性ハロを示す斑点にとむ。ときには5mm位に達する黒雲母も認め

られる。この黒雲母・柘榴石は鉱脈の近辺にのみ認めらPtる。この黒雲母・柘榴石で特徴

づけられる帯の外剣には，黒雲母・柘榴石小量で絹雲母・線泥石・再結晶した石英で特徴

づけられた帯がほぼ前者と累帯排列する。しかし通常断層により転位しFig　2に示すよう

に鉱脈と緑泥石化及び絹雲母化された母岩と接するときが多い。なお方解石脈は坑内随所

において認められ，その届2～5cmであるが，概して鉱脈の近辺において巾大きく，断

層による勇裂帯に干行に逝入する場合が多い。

　3）石英斑岩脈

　第一一・第二脈の間の石英斑岩脈は，不均巾15m位であるが膨縮にとみ，二番坑地並にお

いては25mにも達す。走向は北60～70度西で傾斜は40～60度北である。斑岩脈と鉱脈との

間の関係を示す事実としては，斑岩脈中に走向北70度西又は北70度東，巾4～10crn位の磁

硫鉄鉱・黄銅鉱の細脈が第二坑第二脹川上（Fig　1）第三坑及び他の2，3箇所で認めら

れたが，斑岩脈が鉱脈を切つている所は観察されない。岩脹の中心部においては変質作用

低く，小量の緑泥石が肉眼に認められ岩石の色は白色であり，岩脹の爾縁部においては変

質作用著しく，色は暗緑色を呈す。岩脈の中心部の岩石は，鏡下に斑晶として，石英，正

長石・斜長石が観察される。斑晶の正長石には石英と文象構造している部分も見られる。

石基は粗粒で結晶度高く石英・正長石・線泥石・絹雲母よりなる。石英と正長石の微文象

構造がよく見られる。他に柘榴石・黒雲母・螢石・鉱石鉱物を件う。螢石には，斜長石斑

晶中に細粒結晶として散点するものと，石基中に散点するものがある。柘榴石は線泥石及

び鉱石鉱物に囲まれていることが多い。岩恢の縁辺部の岩石は鏡下に斑晶として石英と絹
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雲母の結晶の集合体のみが認められ，長石は認められない。石基は石英及び絹雲母・正長

石よりなり，柘榴石・線泥石化された黒雲母・鉱石鉱物を俘い，結晶度が高い。一般に縁

辺部では中心部より線泥石化された黒雲母・絹雲母・柘榴石の成長が著しい。この現象は

，恐らくは鉱化作用の為ではないかと思われる。岩石には熱変成作用を受けた形跡が認め

られない。以上のことよりこの岩脈の貫入時期は黒雲母花嵩岩による鉱化作用の前と思わ

れる。しかしながらこの斑岩脹と花嵩岩は同一岩漿に由来したものではないかと思われ

るo

Fig．2鉱体と母岩との関係図

　　（本堅1中一脈切り上り）

　　　　（d）　　　　（ロ）　　　　レN5　　←＝）爾

N

0　　　　　0．2　　　　0．4　　　　α6　　　　0．8　　　　ノ～1

α）石英斑岩脹

！ロ）柘榴石＋黒雲母＋鉱石（鉱染）

囚　黄銅鉱＋磁硫鉄鉱脈

A　断層粘土及び断琶に件う勇裂帯

爾　（絹雲母＋緑泥石）粘板岩

　4）鉱化作用

　鉱化作用には大別して次の2つの時期が考えられる。

1．柘榴石・黒雲母・硫化鉱物・線泥石・絹雲母を形成した時期
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　　　2・，石英脈坊鮪脈を生成しナこ脚．　　　　　　　　　　　　et、

　　　　方解石脈については・簡単に前にもふれたように鉱脈の近辺に多い。方解石腿及び石英賑

　　　は鉱脈と干行な断層による勢裂帯中に懸入したり・又断暦粘土中に方解石脹，石英脈の一

　　　部がもみこまれたり，方解石脹の中に絹雲母化，隷泥石化された母砦を捕獲している。こ

　　　れらの事より，この方解石脈は断層に前後して，硫化鉱物の形成及びそれに俘う変質作用

　　　後に避入したものと考える’。

　　　　柘榴石・黒雲母。硫化鉱物の形成とそれに俘う変質作用と｝ζほぼ引続いているものと思

　　　われる。ガリ鉱を鏡下で見ると鉱石鉱物と黒雲母は密接に俘い，柘榴石を貫く黒雲母があ

　　　り黒雲母を貫く鉱脹がある。黒雲母は線泥石に変質している。又緑泥石中の絹雲母は自形

　　　を保っ。以上のことより鉱化作用は柘榴石・黒雲母・硫化鉱物・緑泥石・絹雲母・方解石

　　　脈の順であると考えられる。以上のように鉱化作用は，柘榴石・黒雲母のような高温性の

．　　鉱物から．絹雲母・緑泥石の後の方解石瓜のように熱フk性低温の鉱物迄晶出していること

　　　より・鉱床を形成した鉱液は・始めはガス状か又は相当に高温性の熱水溶液であつたろう

　　　と考えられる。この高温性熱フk溶液は下に述ぺる理由により恐らく本地域に広く分布する

　　　黒雲母花嵩砦に由来したものでな多・かと考えられる。工．本地域に分布する数多くの鉱床は

　　　必ウしも石英斑岩脈と粘板岩の境界に胚胎せす，むしろ無関係の場合が多い。2．多くの鉱

　　　床を形成するような多童の鉱化ガスを出す為には大きい火成岩体が必要である。3．接濁鉱

　　　床の形成される場合にその運鉱岩の中に鉱宋の胚胎することは極めて稀であるが本鉱床に

　　　お・いては石英斑岩瓜中に鉱脈が胚胎することがある。

　　　　5）鉱石鉱物
　　　　鉱石鉱物はすべて硫化鉱物よりなり，石英，柘榴石，隷泥石，黒雲母，絹雲母等の脈石・

　　　鉱物と轡接に伴うのが常である。方鉛鉱を俘う鉱石には脈石として石英が多い。

　　　　反射顕微鏡下において認められた鉱石鉱物は，黄銅鉱・磁硫鉄鉱・硫砒鉄鉱・方鉛鉱・

　　　閃亜鉛鉱・黄鉄鉱である。各鉱脈間におけるこれら鉱石鉱物の含有率の規則性及び深度に

　　　よ襯則的配列は・ともに諭られない・鏡下に捌β繍；よ幡閃亜鉛鉱中には小

　　　斑点状に黄銅鉱・及び磁硫鉄鉱が含まれ，又一部では細脈状の黄銅鉱で貫かれる㌔硫砒

　　　鉱鉄は概して菱形又は柱状の小結晶をなし，黄銅鉱の細脈により貫かれている。黄銅鉱は

　　　硫砒鉄鉱・磁硫鉄鉱の撹界に沿うて前岩を交代したような形をしめす。共生鉱物間の晶出

　　　順序は下表の通りである。　　　　　　　．

＊東北大学山江徳載及び萱木浅彦つはぎの如き研究を行つている。すなわち閃亜錯鉱中に焼則的

　にあるL・は不毘則に放缶ナる費銅鉱・ま，生成当時D固溶休の不混和によるものと解し，実験の結

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）
　県不混和のおこる限界温度をもとめ350～400°Cとしている。



b

広島県安佐郡金明鉱山付近の地質及び鉱床（予報） 23、

．．Fig．3金明鉱床の鉱物の種類及び晶出順序：t
、

garnet

lbiotite

arsenoゴ）yrite

pyrrhotite

zincblende

chalcopyrite

galena

pyrite

chlorite

ser1Clte

quartz

calcite

晩　，期

．d圃■■圏幽薗b

一 乙■■■幽■隔　　　．

」麟’

　　　　轟

d■■－IN

iVI　結 論

金明鉱缶の鉱床の成因については；本地域の古生層がまだ固結作用の余りおこなわれてな

い時に断裂運動を蒙り，断裂粘板岩を形成し，次いで白木山貫入岩体及びそれに俘う岩脈

の貫入があり，続いて白璽紀末に黒雲母花嵩岩の送入およびそれと同一の暑漿から由来しノ

たと考えられる石英斑岩脹が貫入し，その石英斑岩賑と粒板器との境界に沿うて上昇した

黒雲母花嵩岩の後火成活動に俘うガス状力至は熱7k溶液により，主として粘板岩を交代

して，金明鉱山の主要鉱床が生成された。
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　　　　　　　　Geology　ahd．Ore　Deposits　of、・’the　Kinmei　Mining

　　　　　　Dist士ict　Asa－gun，・Hiroshima　Prefecture

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《Preliminary　Report）　’　ド　　　　　　　　　’

　　　　　　　　　　．．　　　　　　　　　　　　by　　　　　　　－r　　　　　　　　　　　　　、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・馳　　　Akira　soEDA　　　　　ド

　　　　　　　ー　、，　　　　　　　　　Abstract

Thi・’ di・tri・tユ・1・cat・d　abg・t　20　km・・曲一ea・t・f’Hi・・shima’・itゾ

a・di・g6gl・gica11y・ituat・d　in　th・interm・diate　n・n・m・tam・・phic　z・ne

between　the　Sangun　and　Ryδke　metamorPhic　zones．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　There　are　many　ore　deposits　and　outcfops　in　the　district，but，　at　pres－

ent，　none　of　them　other　than　the　copper　mine　of　Kinmei　are　workabl6．

The　Palaeozoic　formations　in　this　district　consist　of　sheared　slate，

slate，　chert，　sandstone，　and　limestone，　and　are　intruded　by　the　upPer

Cretaceous　biotite．granite，　quartz．porphyry　and　hornblende．porphyrite．

Palaeozoic　formations，　a　part　of　quartz・porphyry　and　hornblende－

porphyrite　are　thermal　ly　metamorphosed．1n　general，　Palaeozoic

foτm註tions・are　monoclinally　dipPing　to　north　with　EW　trending・The

Kinmei　ore　deposits　consist　chiefly、of　tw6　series　of　veins，　occufring

al・ng　th・b・中・id…faq・a・tz－P・rphy・y　dik・加一slat・and　a・6　f・rm・d

by　replacement　of　slate　by　the　hydrothermal　solution　related　to．the

po3t　igneous　activity　of　the　upper　Cretaceous　biotite－granite．　Each

series　of　veins　consist馳of　many　vertically　elongated　srnall　Ienses．

　Ag　to　the　mineralizaiton，the　writer　can　recognize　two　stages：『

The　primary　mineralization　belohg3　to　a　hy　drothermal　type　forming

garnet，　biotite，　arsenopyrite，　　pyrrhotite，　　zincblende，　　chalcopyrite，

9qlena・・e・icit…h1・・ite　and　qua・㌻・・The　sec・nd　minerali・ati・n　b・1・ngs

to　a　hydrothermal　fissure－filling　type　forming　calcite　and　quartz　veins

accompanying　Pyrite．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　°
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金明鉱床周邊の地質図

s－＝当’°’

㎜経岩

匡≡当綿

百型

地質断面図
3So　

300

2ζ0

zoo

IYO

loo


